



学舎が完成し、約 400 名の新入生を迎え入れて総合政策学部が誕生してから、早くも 4 年の歳月が
流れました。阪神淡路大震災直後の諸困難を乗り越えての緊張のスタートでしたが、学生数も既に
1,500 名を超え、第 1 期生を社会に送り出すまでに成長しましたのは、喜ばしいかぎりです。
学部の理念である「自然と人間の共生、人間と人間の共生」を実現するために、わたしたちはヒュー
マン・エコロジーの視座と、"Think globally. Act locally." の行動原理を掲げて発足しました。現状
に対する危機感と新しい時代に則した人材育成という大きい課題の達成に向けて、多くの実験的要
素を備えた学部でしたので、教員、職員、学生がそれぞれの立場から目標への道筋を真剣に模索し、
1 人 1 人が前進のために行動してきた 4 年間でした。


















































の大きな特徴の 1 つに数えられます。2 年目から始まった「国連研修ツアー」は、国際組織で仕事
をしたい人たちのために、「ほんまちラボ」は足元から都市問題を考えるために、「Eco-Habitat for 
Humanity」の日本初のキャンパス・チャプターは、海外での NGO 活動に参加する人たちのために、
「オフ・キャンパス実習」は、その後インターンシップ制度に発展、「リサーチ・フェア」は、知的
エネルギーのあふれ出る祭典に…、と数え上げればきりがないほど学生の活動が国の内外、距離の
遠近を問わず生き生きとしているのは、ある意味で驚きです。従来型の 4 年制大学でのキャンパス・
ライフと比較したとき、4 年間でこれだけの違いが生まれたことは、長年教育に携わってきたもの
にとって、きわめて印象の深いことであり、就職活動や大学院進学面で学生がよく健闘したことと
併せて、誇りに思います。ぜひこの経験を総合政策学部の伝統として受け継いでいってください。
